
２０１８年センター試験と微分積分の公式について
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■放物線の接線

　放物線＝  と直線＝ がである点で

接しているとき，放物線と接線の差の関数は

　　　    
   　

と表される。よって接点が与えられたとき，接線の方程式は

　　　＝   
  

で求められる。
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 はここで極小かつ最小
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　　　接点であることに注意

センター試験　数学Ⅱ第２問１　　一部解説　

　放物線：＝  ＞は直線：＝と点，で

接しているから

　　　　　   
   　

　　　　　    

　　　　　よって　，　　
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　　　   とすると，このとき

　　　　　＝ 
     

　　　はとの関数の差と考えるとよい。右図




